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 プラズマ・核融合研究分野全体における研究
最前線を⾒渡し、そして、その先の2030年代を
⾒据えた学術研究の将来展望やそこで重要と
なり得る研究課題を俯瞰的に整理することを
⽬的としたFUSION2030研究会(略称)が展開さ
れている。その中で「プラズマ科学」「核融合
プラズマ」「核融合炉⼯学」に関する３つのワ
ーキンググループ(WG)が⽴ち上がり、それぞれ
の領域の研究課題などを整理する活動が進め
られた。そのアウトプットは、引き続く「学術
研究テーマ」WG活動へと引き継がれ、「プラ
ズマ核融合サイエンスチャート（インフォグラ
フィックス及びドキュメント）」に集約される。 

学術課題集「核融合プラズマのサイエンスと
その拡がり」は、FUSION2030研究会の下で展
開されている、Fusion Plasma WG(FPWG)の活
動成果として取り纏め、web上にて広く公開を
⾏ったものである(図1)：  
https://www.nifs.ac.jp/research/Fusion2030/FPWG/
fpwg_SciChallenges.html 
  

  
図１: 学術課題集のwebページ 

 

核融合プラズマの学術(サイエンスと技術)課題
の魅⼒・難しさ・未解明な謎・将来の課題・新
展開などに焦点を置き、52の記事として分野内
外へ向けて発信される。そのため、「プラズマ
核融合サイエンスチャート」の基礎資料として
のみならず、広く公開するものとした。多様な
研究トピックを１ページ記事に凝縮する試み
故に、関連研究を参考⽂献として列挙し尽くせ
なかった点もあるが、その代わりに、専⾨外・
分野外の研究者や初学者にとっての学術的興
味のエントランスとなる、関連の深いオープン
アクセスの解説記事を挙げることに努めた。作
成にあたっては、環状閉じ込め、先進概念、慣
性閉じ込めを専⾨とする23名のWGメンバーに
加え、12名の協⼒著者の⽀援を得ながら、専⾨
領域の異なる複数のメンバー同⼠による相互
レビューを実施して内容の充実を図った。 

核融合炉の研究は、新たなエネルギー源の実
現という明確な⽬的を持って 1950 年代に創始
された研究である。当初はその実現が楽観的に
予想されることもあったが、現在もその挑戦は
続いている。多くの学術的・技術的課題に取り
組んできた結果として、⾼温プラズマのダイナ
ミクスや物質・光との相互作⽤などの複雑多彩
な振る舞いが紐解かれた。新たな知⾒と技術を
積み重ねることで、⽬的研究として⽣まれた研
究は”エネルギー源の実現”という幹から様々な
⽅向に枝葉を伸ばし、“プラズマ物理・核融合科
学“という物理学・化学・⼯学を基盤とする複合
的な学術領域を形成する形で進化を遂げてい
る。このような進化と発展を強調するため、カ
テゴリーによる課題の類別に加え、“⽬指すもの
(output)”と“波及(outcome)”も明⽰した。これら
によって、「核融合炉の実現に資する研究」の
みならず、「核融合プラズマの難問から諸科
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学・社会へ拡⼤する研究」という様々な⾊彩を
持つ学術課題のアピールを試みるものである。 

記事の構成と具体例を図2および図3にそれ
ぞれ⽰す。専⾨家が関連研究を概観する場合に
は「リード⽂」「概略⽂」は⽋かせないが、「カ
テゴリー 」 や 「 ⽬指す も の (output) ・波及
(outcome)」で分類・整理し直してみることも有
益であろう。他⽅、専⾨外の研究者が全体像の
概観を楽しむ場合には「⾒出し」と「リード⽂」
に特化して読み進めることも推奨したい。学⽣
へ向けた参考資料としては、興味に応じて⽬次
の⼤区分(“躍動する⾼温プラズマの世界”など)
を活⽤しながら、最新の研究のフレーバーを感
じてもらうことも出来よう。様々な⽤途で柔軟
に活⽤されることを期待する。記事の様式につ
い て は 「 The Science of EST -Scientific 
challenges to be addressed by the European 
Solar Telescope-」や「⽇本物理学会創⽴ 70 周
年記念企画・物理学 70 の不思議」を参考にし
た。 

さて、「52 の研究課題から眺望する学術的ラ
ンドスケープ」という副題を掲げた。副題に⾜
るだけの重要課題を⼗分に取り上げたか？未
解明の謎や難問をエントランスとした諸科学
への展開を鮮明にアピールできたか？これら
の点は改善の余地を残すだろう。しかしながら、
本学術課題集を端緒のひとつとして、研究者や
次世代を担う学⽣らが、ここから俯瞰される共
通性、あるいは、不⾜している観点にそれぞれ
の思いを巡らせ、未来を語り合う議論や対話が
巻き起こることを⼤いに期待している。その中
での“気づき”や“視点”から⽣まれる新たな研究
構想や、より豊かな眺望を⾒晴らすランドスケ
ープを描くアクティビティが活性化するかも
しれない。本シンポジウムでの議論を含め、僅
かながらでも、そのような創造の連鎖の⼀助と
なることを期待している。 
 

 
図２: 記事の構成 

 
 

 
図３: 記事のサンプル 

 
 


